
ＳＯＣ方式でのコンテナラウンドユース
埼玉コンテナラウンドユース推進の取組

ＳＯＣとは、荷主コンテナ（Shipper's  Own Container ）の略称
コンテナを所有する船会社の合意を得て、輸入と異なる船会社を利用して輸出すること
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Ｈ２８社会実験において、データ取得を検討中

デメリット：仕向地先でのコンテナ管理が必要 ｅｔｃ．

メリット：輸出入の船会社が異なってもコンテナラウンドユースが可能

埼玉コンテナラウンドユース社会実験
埼玉コンテナラウンドユース推進協議会

ＳＯＣとは、荷主コンテナ（Shipper's  Own Container ）の略称
コンテナを所有する船会社の合意を得て、輸入と異なる船会社を利用して輸出すること
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ラウンドユースの実績報告
支払上限 １００万円

資料

ラウンドユースの実績報告
支払上限 １００万円

国内貨物
支払上限 ５０万円

ＳＯＣ
支払上限 ５０万円

Ｈ２７ Ｈ２８
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ＳＣＲＵ

ＳＣＲＵ 分科会（案）
埼玉コンテナラウンドユース推進の取組

テーマごとに実務レベルの議論の場として分科会を設置予定
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輸出入情報共有部会

ＣＲＵ先進部会：ＳＯＣ、エクスチェンジ・バンプール ｅｔｃ．

体験部会：コンテナチェック講習 ｅｔｃ．

２０Ｆマッチング相手を探す会
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